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件　名

番　号 図面番号等 質　　問 回　　答

1 -

施工条件について
「A-01>特記仕様書 1 章>3.5 施工条件」において施工順序等の制約有
りと記載がございますが、具体的にはどのような制約でしょうか。
また、その他の施工条件は図示と記載がございますが、具体的にどの
箇所が該当するでしょうか。

施工順序等の制約は音の出る工事等で歴史民俗資料館の運
営を優先する為、施工時期、時間等の変更をお願いする場
合があります。

2 -

施工範囲について
「A-06>１.建築工事関係>施工関係>5 ピット深さ有効寸法の確保
(1,070mm)」「A-06>2.電気工事関係>2 一次側動力用配線用遮断器又
は漏電遮断器の設置、3 一次側照明用 AC100V 電源の引込み工事」
の施工範囲の確認欄がブランクになっておりますが、すべて昇降機の
認識でよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

3 -

トランス手配について
「A-06>2.電気工事関係>3 一次側照明用 AC100V 電源の引込み工事」
において EV 側トランス手配有と記載がございますが、無への変更は
可能でしょうか。

変更は可能です。

4 -

作業員詰所について
「A-06>1.建築工事関係>その他>7 作業員の詰所」において詰所の記
載があり、「A-02>配置図」では駐車場に作業員休憩所の記載がござい
ますが、どちらが正しいでしょうか。

A-02配置図の記載が正です。
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5 -

揚重用ビームについて
「A-09>撤去図>昇降路縦断面図」において撤去と記載がございます
が、「A-08>昇降路縦断面図」において残置のため、残置でよろしいで
しょうか。

昇降路内で本工事において利用しないビーム等はすべて撤
去してください。

6 -
中間ビームについて
「A-09>撤去図>昇降路平面図」においてすべて撤去と記載がございま
すが、状況により残置対応とすることは可能でしょうか。

昇降路内で本工事において利用しないビーム等はすべて撤
去してください。

7 -

三方枠仕様について
「A-09>撤去図>エレベーター仕様要項>付加仕様」においてステンレス
ヘアライン仕上の記載がございますが、既設は全階鋼板塗装のため現
地既設品再塗装へ修正可能でしょうか。

現地塗装塗替えです。

8 -
BGM スピーカーについて
「A-09>エレベーター仕様要項>付加仕様」において BGM スピーカーの
記載がございますが、既設無しのため除外でよろしいでしょうか。

図面の間違いです。ＢＧＭスピーカーなしです。

9 -
かご室内鏡について
「A-11>かご室意匠図>かご室背面図」において鏡の記載がないため、
追記いただくことは可能でしょうか。

かご室鏡：ステンレス鏡面枠無し570ｍｍ*1400ｍｍ設置で
す。
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10 -

かご室内防犯カメラについて
「A-11>かご室意匠図>かご室背面図、かご室平面図」において防犯カ
メラの記載がございますが、カメラは本工事に含まれないため除外でよ
ろしいでしょうか。

本体工事に含まれませんので除外です。

11 -
確認申請について
確認申請の手続きは民間確認検査機関での実施でよろしいでしょう
か。

お見込みのとおりです。

12 -
技術者配置について
配置技術者は非専任の認識でよろしいでしょうか。
また、配置期間を実工期期間とすることは可能でしょうか。

専任性についてはご認識のとおりです。
配置期間は工期の開始日から竣工検査完了日までとなりま
す。

13 -
現場代理人について
現場代理人は非常駐とすることは可能でしょうか。
また、配置期間を実工期期間とすることは可能でしょうか。

現場代理人は常駐・専任とし、配置期間は工期の開始日から
竣工検査完了日までとなります。

14 -
CORINS 登録について
CORINS 登録時の現場代理人、主任技術者の従事期間を実工期期間
とすることは可能でしょうか。

工期の開始日から竣工検査完了日とします。
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15 -
施工時期について
例年夏季に展示会を実施されておりますが、8月～9月頃での施工は可
能でしょうか。

施工時期の調整は可能ですが、企画展中（7月中旬～8月末）
は通常よりも来館者が多い時期ですので、工事は音が出ない・
来館者に危険の無い様な措置をしていただくことが必要となり
ます。


